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Abstract
We surveyed the disciplines and education on eating learned at families during childhood（at 

a higher grade of a primary school）of university students as well as the food environment and the 
circumstances related to eating habits, for ３８９ students residing in Nagasaki Prefecture.　At the same 
time, we investigated the actual situations of eating habits of the present to analyze the effect of 
eating habits at families during childhood upon the present eating habits of university students, 
and obtained the following results:

１）It was suggested that the discipline given at families on eating habits during childhood would 
have a relationship with the tendency to make the eating habit and behavior better at the 
time when grown to university students.

２）As a result of the factor analysis, the ５ factors, i.e. １st factor of“a concern of eating for 
health”, ２nd factor of“desire for improved eating habits of the present”, ３rd factor of“in-
terest in cooking”, ４th factor of“present view on health”and ５th factor of“eating envi-
ronment at family during childhood”, were extracted, which showed that, although the effect 
of eating habits at childhood upon the present dietary life was small, it still constituted an 
influencing element.

From this survey, it was suggested that the eating environment at childhood has a potential 
relationship with the dietary life and eating habits of the university students of the present.　The 
eating behavior and habits dwelt particularly at childhood was suggested to be influenced by the 
conscious attitude of a guardian at a family.　As the eating environment in the past is thought to 

influence the establishment of healthy eating habits and the improvement of QOL in the future, it may 
be necessary to enrich the eating environment at a family during childhood.

Key words
Actual situations of dietary life of a student, Food education at childhood, Eating environment 

at a family during childhood

要　旨
長崎県内の大学生 ３８９名を対象に、大学生の児童期（小学校高学年時）に家庭で受けた食に対しての

しつけや教育及び食環境、食生活状況について調査した。あわせて、現在の食生活実態調査を行い、児

童期の家庭での食生活が大学生の現在の食生活への影響について分析し、以下のような結果を得た。

１）児童期における家庭での食に関わるしつけが大学生になっての食習慣や食行動が良い傾向になる

関連性を示唆した。
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１　緒　　　言

国民健康・栄養調査から若年者は食生活の乱

れ、男性肥満者の割合の増加、女性の過度な痩

身願望などが見られ、増大しつつある生活習慣

病と食生活の関係も指摘されている１�２）。著者ら

は一連の女子大学生の食生活の調査を行い、食

事の満足感、食意識、栄養・食情報の活用が食

における QOL を上げる要素であることを示し

た３）。

佐藤らは、小中学生で受けた栄養指導につい

て、食教育の基本的なことは家庭で行われ、栄

養や食品の知識や健康意識や社交性は学校給食

を通して育まれていることを示した４）。過去の

食事との関連性について、恩村や内田や梅澤ら

は、児童期の食事場面や食環境や食に対する考

え方は大学生の性格特性や性格形成などへの関

連がみられ、食事内容よりも食事場面での会話

や雰囲気、食事への配慮などの重要性を示して

いる５�７）。伊藤らは家庭での食事の摂り方が現在

の食習慣、食事観や親子関係と関連し、特に家

族で一緒に食事をとることが健康的な食生活に

つながることを示している８）。

そこで、大学生の食生活について、現在の食

に関連する状況の把握だけでなく、過去に受け

た食教育や身につけた生活習慣そして過去の食

環境なども現在の食生活の背景として関連して

いるのではないかと考えた。本研究では、自覚

的な学びの時期である児童期９）の状況に注目し、

大学生を対象に現在の食に関する生活習慣、意

識、行動などの状況に加えて児童期の食に関す

る生活習慣の状況について調査を行い、それら

がどのように影響を及ぼしているかを検討した。

２　方　　　法

１）実施時期と調査内容

２０１２年９月から１０月に現在と小学校高学年時

の食生活に関する調査を留め置き法にて行った。

調査内容は現在の食生活に関する項目（属性、

生活環境、食行動、食習慣、食意識、健康観、

食品選択習慣、食情報）の２７項目と、小学校高

学年時の食生活に関する項目（生活状況、食行

動、食習慣、食意識）の１３項目である。なお、

「小学校高学年時」を以下、「児童期」と略する。

２）調査対象者

調査は、長崎県内の２大学の学生３８９名（Ｋ

大学１５０名、Ｎ大学 ２３９名）を対象に行った。ア

ンケート回収数は ３１８ 名（回収率 ８３.７％）、そ

のうち、回答の回答を得られた男性２３名、女性

２９３名の計３１６名（有効回答率９０.４％）を分析対

象とした。

３）分析内容

�　点数化

得られた調査結果から、尺度評価として検討

し妥当と思われる現在の属性や児童期の生活状

況を除いた３３項目の得られた回答（または回答

数）に対して、４段階尺度法により望ましい状
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２）因子分析の結果、第１因子「食事での健康への配慮」、第２因子「現在の食生活の改善意欲」、第

３因子「食事づくりへの興味」、第４因子「現在の健康観」、第５因子「児童期の家庭の食環境」の

５つの因子が抽出され、現在の食生活に児童期の食生活の影響は小さいながら影響を及ぼす要素で

あることを示した。

本調査から、児童期の食環境が現在の大学生の食生活や生活習慣と関連がある可能性が示された。特

に児童期の食行動や食習慣は家庭における保護者の意識が影響していることが示唆した。過去の食環境

は未来の健康な食習慣の確立や QOL の向上に影響すると考えられ、そのために児童期の家庭の食環境

を充実させることが必要であると考えられた。

キーワード
「学生の食生活実態」、「児童期食教育」、「児童期の家庭の食環境」



態の回答ほど高くなるように１～４点のスコア

化をした。

�　現在の食生活状況及び児童期の食生活状

況の関連

現在の食生活の項目でスコア化した２３項目に

ついて、生活環境分野（１項目）、食行動分野

（２項目）、食習慣分野（６項目）、食意識分野

（５項目）、健康観分野（３項目）、食品選択習

慣分野（５項目）、食情報分野（１項目）の７

分野に分類し、それぞれの平均値を算出した。

児童期の食生活の１０項目について、食行動分

野（６項目）、食習慣分野（３項目）、食意識分

野（１項目）の３分野に分類し、それぞれの平

均値を算出した。

また、現在の食生活と児童期の食生活との関

連を検討するため、現在と児童期の食生活で得

られた分野別の平均値で Pearson の相関係数を

用いて検討を行った。なお、相関係数は、±０.２０

～±０.４０で「低い（弱い）相関がある」、±０.４１

～±０.７０で「かなり（比較的強い）相関がある」、

±０.７１～±１.００で「高い（強い）相関がある」

と判断した１０）。

�　因子分析による現在の食生活に与える要

因

因子分析は、�で用いた３３項目について、回

答の偏り等を考慮した上で、主因子法によって

因子の抽出をスクリープロット及び固有値、寄

与率から総合的に判断して行った。その後、プ

ロマックス回転を用いて、観測変数を決定した。

得られた標本の妥当性は、「Kaiser-Meyer-

Olkin の標本妥当性の測度」（以下、KMO 値）

により判定した。

�　下位尺度間の関連

各グループの因子間の関連については下位尺

度得点により相関係数を求め検討を行った。さ

らに因子分析で抽出された因子の尺度の信頼性

は、Cronbach のα係数により判定した。

４）統計処理

Pearson の相関係数および因子分析には IBM 

SPSS Statistics ２０ を使用した。統計的検定の

有意水準はいずれの分析においても５％水準を

採用した。なお、調査項目への記入漏れ、無記

入、複数回答は欠損値として処理した。

５）倫理的配慮

調査対象者には、得られた結果を集団として

解析を行うので、個人は特定できないことをあ

らかじめ説明し、同意を得て調査を行った。

３　結　　　果

�　現在の食生活状況及び児童期の食生活状

況の関連

現在の食生活の７分野及び児童期の食生活の

３分野のスコアの平均値（表１）から現在の食

生活と児童期の食生活の関連を Pearson の相関

係数を用いて算出した（表２）。低い正の相関

で有意性がみられたのは「児童期の食行動分野」

と「現在の食習慣分野」（r＝０.２１５）、「児童期の

食行動分野」と「現在の食意識分野」（r＝０.２０５）、

「児童期の食習慣分野」と「現在の食行動分野」

（r＝０.２０３）、「児童期の食習慣分野」と「現在の

食習慣分野」（r ＝０.２４７）、「児童期の食習慣分

野」と「現在の食品選択分野」（r＝０.２１８）であっ

た（p＜０.００１）。

�　因子分析による現在の食生活に与える要

因

因子分析の結果、５
　

 つの因子が抽出された

（表３）。

第１因子は、現在の食事時や調理時に栄養の

バランスの考慮や日常的な健康への配慮の３項

目が抽出され「食事での健康への配慮」とした。

第２因子は、食生活改善意欲や現在の食生活の

評価の２項目が抽出され「現在の食生活の改善

意欲」とした。第３因子は、料理の好き嫌いや

食材購入の好き嫌いの２項目が抽出され「食事

づくりへの興味」とした。第４因子は、現在の

健康状況やストレスの自覚状況の２項目が抽出

され「現在の健康観」とした。第５因子は、児
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表１　質問項目および各分野の得点の平均値

平均値±標準偏差質　問　項　目分　野時　期

２.６９±１.０３　・どのくらいの頻度で食事作りをしていますか。生活環境現在

２.４８±０.５４　
・食事の際、栄養のバランスを考えていますか。

・主食、主菜、副菜、汁物がそろった食事をしていますか。

食行動

２.８８±０.４３　

・１日の食事の時間は決まっていますか。

・食べ物の好き嫌いがありますか。

・嫌いな食べ物が食事に出てきたときどうしますか。

・普段、欠食することがありますか。

・間食（夕食より前）を食べていますか。

・夜食（夕食より後）を食べていますか。

食習慣

２.７７±０.３６　

・料理を作ることが好きですか。

・料理を作るとき、栄養バランスを考えていますか。

・最近の食生活を振り返ってみて、どう思いますか。

・今の食生活を改善すべきだと思いますか。

・普段、健康に気をつけていますか。

食意識

２.８８±０.４２　

・今の健康状態はどうですか。

・あなたは運動不足だと思いますか。

・あなたはストレスを感じていますか。

健康観

２.８８±０.４４　

・食事に中食（お弁当や惣菜、パンなど）を利用しますか。

・食事に外食（ファミリーレストランや学食など）を利用しますか。

・食事にコンビニエンスストアの食品やファストフードを利用しますか。

（飲料、菓子類、パン類などの全ての食品を含む）

・食材の買い物（野菜や魚介類、肉類など）に行くのが好きですか。

・どのくらいの頻度で食材を購入しますか。

食品選択習慣

３.４１±０.６２　・食に関する情報に興味がありますか。食情報

３.１７±０.４１　

・食事の準備の際に手伝いをしていましたか

・食事の際に、家庭でどのようなことを言われたことがありますか。（あ

いさつ、箸の使い方、配膳、食べる順番、姿勢、食事マナー、その他）

・食卓に中食（お弁当や惣菜など）が出されることがありましたか。

・外食（ファミリーレストランや食堂など）を利用することがありました

か。

・コンビニエンスストアやファストフードを利用することがありましたか。

・家族で食事をする時に、会話をしていましたか。

食行動児童期

（小学校

高学年）

３.４１±０.４２　

・食事の時、主食・主菜・副菜はそろっていましたか。

・食事を１人や、子どもだけですることがありましたか。

・欠食をすることがありましたか。

食習慣

２.８７±０.５５　
・家庭で旬の食材が出されたり、郷土料理が出されたりすることがありま

したか。

食意識

表２　現在と児童期の食生活分野別スコアの関連

児童期

食意識分野食習慣分野食行動分野

－０.０６１０.０９４０.０６５生活環境分野現在

　０.０４８０.２０３***０.１４５**食行動分野

　０.１３７*０.２４７***０.２１５***食習慣分野

　０.１１９*０.１６０**０.２０５***食意識分野

　０.１１５*０.１５４**０.０８８健康観分野

　０.０４００.２１８***０.１８４***食品選択分野

　０.０８８０.１３５*０.１１７*食情報分野

Pearson の相関係数 　　*：p＜０.０５、**：p＜０.０１、***：p＜０.００１



童期の食事バランスや児童期の中食の頻度や児

童期の食事の旬の食材や郷土料理の出現状況の

３項目が抽出され「児童期の家庭の食環境」と

した。KMO 値は０.６６３であり、標本の妥当性が

示された。

�　下位尺度間の関連

因子分析により高い負荷量を示した項目の平

均値を算出し、第１因子「食事での健康への配

慮」の下位尺度得点（平均２.６８、SD ０.５５）、第

２因子「現在の食生活の改善意欲」の下位尺度

得点（平均２.１０、SD ０.６５）、第３因子「食事づ
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表３　現在の食生活と児童期の食生活の因子分析結果～回転後の因子パターン～

第５因子第４因子第３因子第２因子第１因子観測変数の略称観測変数潜在変数

０.００１－０.１２８－０.０８９０.０２１０.９７０
食事時の栄養バランス
考慮

食事の際、栄養のバラ
ンスを考えていますか。

食事での
健康への
配慮

（０.７８２）

０.０２３－０.１３６０.１３５０.０５３０.６７５
調理時の栄養バランス
考慮

料理を作るとき、栄養
バランスを考えていま
すか。

０.００６０.２８０－０.００１－０.０６３０.６００
日常的な健康への配慮普段、健康に気をつけ

ていますか。

－０.０５７０.００４０.１１０－０.７７２０.０３７
食生活改善意欲今の食生活を改善すべ

きだと思いますか。現在の
食生活の
改善意欲
（０.７１４） －０.０４７０.２０１０.１０７０.６２３０.１１２

現在の食生活の評価最近の食生活を振り
返ってみて、どう思い
ますか。

－０.０６４－０.０２００.７６２－０.００２０.０１９
調理の好き嫌い料理を作ることが好き

ですか。食事づく
りへの
興味
（０.６４３） ０.０９９０.０１５０.６３１－０.０６１－０.００８

食材購入の好き嫌い食材の買い物（野菜や
魚介類、肉類など）に
行くのが好きですか。

－０.０４４０.６６８－０.０５００.０３１０.０５２
現在の健康状況今の健康状態はどうで

すか。現在の
健康観

（０.４９９） ０.０６４０.４４８０.０５１０.０９４－０.１６４
ストレスの自覚状況あなたはストレスを感

じていますか。

０.５９８０.１５６－０.０２７－０.１３６０.０８６

児童期の食事のバラン

ス

食 事 の 時、主 食・主

菜・副菜はそろってい
ましたか。

児童期の
家庭の
食環境
（０.５２３）

０.５７３－０.１４５０.００７０.１５３－０.０７５
児童期の中食の頻度食卓に中食（お弁当や

惣菜など）が出される
ことがありましたか。

０.４１３０.０１００.０５１０.０２３０.０３６

児童期の食事の旬の食
材や郷土料理の出現状
況

家庭で旬の食材が出さ
れたり、郷土料理が出
されたりすることがあ
りましたか。

７.４７％９.３６％１２.２６％１６.２１％２３.６８％説明された分散

因子抽出法：主因子法　回転法：Kaiser の正規化を伴うプロマックス法
Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度：０.６６３

（　）は Cronbach のα係数



くりへの興味」の下位尺度得点（平均３.２６、SD 

０.６１）、第４因子「現在の健康観」の下位尺度得

点（平均２.６３、SD ０.５９）、第５因子「児童期の

家庭の食環境」の下位尺度得点（平均３.１２、SD 

０.５０）とした（表４）。

内的整合性を検討するために算出した各下位

尺度の Cronbach のα係数は、第１因子「食事

での健康への配慮」ではα＝０.７８２、第２因子

「現在の食生活の改善意欲」ではα＝０.７１４、第

３因子の「食事づくりへの興味」ではα＝０.６４３、

第４因子「現在の健康観」ではα＝０.４９９、第５

因子「児童期の家庭の食環境」α＝０.５２３が得ら

れ、高い尺度の内的整合性が確認された（表３）。

５つ因子の下位尺度についての相関では、第

１因子「食事での健康への配慮」と第２因子

「現在の食生活の改善意欲」、第１因子「食事で

の健康への配慮」と第３因子「食事づくりへの

興味」、第２因子「現在の食生活の改善意欲」

と第４因子「現在の食環境」に有意に低い正の

相関がみられた（p ＜０.００１）。しかし第５因子

「児童期の家庭の食環境」と他の因子との相関

では有意性は認められた（p＜０.０１～０.０５）。し

かし相関係数が小さかったため関連はあるとは

いえなかった。

４　考　　　察

�　現在の食生活状況及び児童期の食生活状

況の関連

若松は大学生の幼少期に調理の手伝いや調理

を行うなどの調理を通して家族から認められる

家庭での食育が現在の自炊の有無に影響してい

る可能性を示している１２）。西館らは大学生の菓

子摂取に、幼少期の菓子摂取状況や母親との関

わりの状況がある程度影響を及ぼししていると

している１３）。上村らは女子大学生において幼少

期に３食きちんと食べる食育を言葉での食育で

はなく実践した習慣によって現在の朝食を毎日

喫食することになる関連性を示唆した１４）。伊藤

らは過去の食事経験、その時期によって現在の

食のライフスタイルの形成への影響力が異なる

ことおよび家庭での食事の摂り方が現在の食習

慣、食事観や親子関係と関連し、特に家族で一

緒に食事をとることが健康的な食生活につなが

ることを示している８）。これらの過去の食生活

と現在の食生活についての関連についての研究

では、過去における食環境が良い者は現在の状
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表４　下位尺度相関、平均±SD

平均±SD
第５因子

児童期の家庭
の食環境

第４因子
現在の健康観

第３因子
食事づくりへ

の興味

第２因子
現在の食生活
の改善意欲

第１因子
食事での健康

への配慮

２.６８±０.５５０.１２０*０.０２３０.３２７***０.２４７***―
第１因子

食事での健康
への配慮

２.１０±０.６５０.１８２**０.３８８***０.０３８―
第２因子

現在の食生活
の改善意欲

３.２６±０.６１０.１６５**０.０１６―
第３因子

食事づくりへ
の興味

２.６３±０.５９０.１５４**―
第４因子

現在の健康観

３.１２±０.５０―
第５因子

児童期の家庭
の食環境

Pearson の相関係数 　　*：p＜０.０５、**：p＜０.０１、***：p＜０.００１



況が良くなっていることを示している。本調査

の結果、現在の食生活と児童期の食生活の分野

別のスコアとの関連において、児童期の食事の

手伝いやしつけや中食や外食の利用や食事中の

会話で構成されている『児童期の食行動』の状

況が良いほど、食事時間や食べ物好き嫌い、欠

食や間食や食等の『現在の食習慣』や、および

料理を作ることの好き嫌い、料理時の栄養バラ

ンスの考慮の有無や自分の食生活の振り返りと

改善意欲や健康に気をつけるなどの『現在の食

意識』の状況が良い傾向が確認された。また、

児童期の食事における主食・主菜・副菜の構成

状況や、欠食や孤食の『児童期の食習慣』の状

況がよいほど、『現在の食習慣』や現在の栄養

バランスへの考慮や食事構成の『現在の食行動』、

昼食や外食や食品・食材購入の『現在の食品選

択行動』の状況が良い傾向が認められた。しか

し、『過去の食意識』は現在のすべての食生活

分野との関連はみられなかった。これらから、

児童期における家庭での食に関わるしつけや教

育が大学生になっての食習慣や食行動が良い傾

向になる関連性を示唆した。

�　因子分析による現在の食生活に与える要

因

因子分析の結果、第１因子「食事での健康へ

の配慮」、第２因子「現在の食生活の改善意欲」、

第３因子「食事づくりへの興味」、第４因子「現

在の健康観」、第５因子「児童期の家庭の食環

境」の５つの因子が抽出された。このうち第５

因子「児童期の家庭の食環境」が潜在変数とし

て抽出され、現在の食生活に児童期の食生活は

小さいながらも影響を及ぼす要素となることが

うかがえた。この第５因子を構成する「（児童

期の）食事バランス」、「児童期の中食の頻度」、

「児童期の食事の旬の食材や郷土料理の出現状

況」はすべて保護者や家庭での調理担当者の食

意識が反映されていると考えられる項目で構成

されていた。森脇らは保護者の食意識や食教育

態度の高い者ほど、子どもの食習慣も良好であ

る者が多いことを示し１５）、小林らは現在の食に

関する習慣、特に本人の料理に関する興味や行

動は、過去の食に関する環境および体験、特に

保護者の食に対する自覚や意識に影響を受けて

いると推測されると示している１６）。これら２つ

は保護者の食意識がその当時の子どもの食習慣

や現在の食生活、生活習慣に影響を与えている

ことが示唆されており、本調査の結果からも対

象者が児童であった時の保護者の食意識が１０年

ほど経過した現在の食生活に影響を与えている

と推測された。また、第１因子の「食事での健

康への配慮」、第２因子の「現在の食生活の改

善意欲」、第３因子の「食事づくりへの興味」、

第４因子の「現在の健康観」は現在の食生活に

関わるものであり、望ましい食生活を確立する

ためには、過去における食に関する指導のみで

はなく、現在における食に関する指導も必要で

あることが示めされた。

各因子間の関連について第１因子の「食事で

の健康への配慮」と第３因子の「食事づくりへ

の興味」にやや強い関連がみられ、また第２因

子の「現在の食生活の改善意欲」と第４因子の

「現在の健康観」にもやや強い関連が見られた

が、第５因子の「児童期の家庭の食環境」は他

の因子との関連が見られなかった。これらから、

良い食生活や生活習慣を擁立するための食教育

には食事づくりや健康に関してのアプローチが

適していると考える。

�　考察まとめ

本調査の結果、児童期の食生活は現在の食生

活に大きく影響を与えるというものではなかっ

たが、家庭での児童期における食生活にかかわ

るしつけが大学生になっての食習慣や食行動が

良い傾向になる関連性を示し、児童期の食行動

や食習慣は家庭における保護者の意識が影響し

ていることを示唆した。過去の食環境は現在お

よび未来の健康な食習慣の確立や QOL の向上

に影響すると考えられ、そのために児童期の家

庭の食環境を充実させることが必要であると考
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えられた。

佐藤は、家庭と学校給食で教育された栄養指

導の効果について、栄養指導を受けてから数年

経ても学生の栄養の知識、食品の知識、食品名

料理名の知識について記憶しており、「食育」

の方向性として、基本的にしつけは家庭で行い、

学校においては栄養や食品の知識を教えるとと

もに体験を通じての食育の効果が大きいことを

示した４）。平成１７年に公布された食育基本法に

おいて、「食」は豊かな人間性を育み、生きる

力を身につけて行くために何よりも重要であり、

食育はあらゆる世代に必要なものである。特に

子どもたちに関する食育は心身の成長及び人格

の形成に大きな影響を及ぼし、生涯にわたる健

全な心身の成長と豊かな人間性を育む基礎とな

るとしている。子どもの食育について、第５条

に食育推進活動を図る為に保護者に対して家庭

が食育に重要な役割を有していることを認識す

るとともに、子どもの教育者に対して食育の重

要性を自覚し、食育の積極的取り組みを行わな

ければならないとしている１７）。また、平成２３年

度から５年間について定められている第２次食

育推進基本計画では、コンセプトが第１次食育

推進計画の「食育の周知」から「食育の実践」

へとシフトしたものとなった。食育の推進に当

たっては国民が食に関する様々な体験活動を行

うとともに、自ら食育の推進のための活動を実

践することにより、食に関する理解を深めるこ

とを旨として、生涯にわたって間断なく食育を

推進する「生涯食育社会」の構築を目指すこと

が必要であるとしている。また、食育の推進に

関する施策についての基本的な方針では家庭を

子どもへの食育の基礎を形成する場としての重

要性を示す。そのためにワーク・ライフ・バラ

ンス等を考慮しつつ家庭と学校、保育所、地域

社会とも連携し食育推進活動の充実を促進し、

支援するとしている１８）。現在、種々の食育推進

活動が展開され、家庭における食育推進では子

どもの基本的な生活習慣の定着に向けた取組の

推進を図る運動（『早寝早起き朝ごはん』運動）、

学校では,学校給食の充実に加えて学習指導要領

が改定され「学校における食育の推進」が明確

に位置づけられ学年進行で実施されている１９）。

これらの食育推進運動等により児童等の食環境

を充実させることができ、未来の食生活に良好

な効果が期待できると考える。

今回の調査では、対象者は食育基本法制定以

前に児童期を過ごしていたため、そのころの家

庭でのしつけ等に焦点を絞った分析を行った。

今後は食育基本法制定や第２次食育推進基本計

画公表後に児童期を過ごした大学生に対して児

童期の食教育に関する調査を行い、児童期にお

ける家庭でのしつけに加えて食教育の影響つい

て検討をおこなうとともに法等の整備による食

育の効果についても検討をしていきたいと考え

る。
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